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現代アイルランド語詩歌の韻律と発音

菱 川 英 一

1.問題の所在

現代アイルランド語の歌において日常語とは異なる特殊な発音が現れる

ことがある｡そのうち､特に綴り字aoの発音についてその種の現象が起き

ることは夙に知られ､複数の言語学者が指摘している｡

ところが､歌の実例が引かれることはなく､なぜ歌においてそうなるの

かの理由も究明されていない｡特に､マンスター (アイルランド南部)近

源の詩歌をコナマラ (同西部)の歌い手が唄うときに頻繁に顕在化する問

題だけに､実態の考察が重要である｡ -

綴り字aoの発音はマンスター方言とコナマラ方言とで明らかに違うのに､

その差異を覆してまで発音させるだけの力が詩歌にあるとすれば､その力

の源泉は韻律にあると考えられるが､そうであるならば､韻律が消滅した

と言われる現代アイルランド語詩にあって､韻律が生き続ける恐らく唯一

の場が歌唱であることの証左となる｡ただし､それは､韻律に意識的な理

想的な歌い手を想定 した場合のことであって､事態は楽観を許さない｡ア

イルランド語話者はアイルランドにあって依然として減り続けており､過

去の膨大な詩歌の遺産は理解されにくくなっている現実がある｡

特に､ここで問題としている韻律は強勢詩の韻律であり､音節詩に比べ

て研究が極めて少ないこともあって､実態究明はますます肝要となる｡問

題をaoの発音に絞り､実例をもとに考証するのが本論の目的である｡分析

の中心はその実例 (4.2､4.3)となる

2.従来の学説
アイルランド西部コナ- トで綴り字aoが通常の発音/i:/でなくマンスター

1 背景として､17世紀後半から19世紀に至るまで､主要なアイルランド語詩歌は強勢韻律で作ら

れており､傑出した詩人はマンスター地方に多いこと､一万､20世紀以降のアイルランド語芸術年

次大会 (ェラタ-ス)の最高賞であるアイルランド語無伴奏歌唱の首位 (現オリアダ杯)はコナマ

ラ出身者が多いことがある｡
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流に/e:/と発音される場合に歌の例が多いことは言語学者らにより程々指

摘されている｡ 2が､なぜ歌においてその場合が多いかや､どのような歌に

見られるかについては殆ど指摘されていない｡指摘のうち､三例を取上げ

て見てみよう｡

まず､オヒギンの指摘｡

lmaidirleao(i)igcandintChonnacht]ismimicachloistear/e:/mar

mhalairtar/i:/inamhrainsrl.3

〔コナハト方言のao(i)に関して〕しばしば､/i:/に代えて/e:/が歌など

で聞かれる｡

次に､ジェ･ワル ドラへのコシュ･アーリゲ方言 (コナマラ)の音声学

的研究から引く｡

Inotherwords[than''aon",etc.]itissometimespronouncede:bycertain

speakers,butforthemostpartonlylnsongs,Orinunfamiliarwordsin

stories,etc.4

〔"aonHなど〕以外の語において時に 〔ao(i)を〕e:と発音する人もあ

るが､大抵は歌か､説話中の珍しい語などに限られる｡

一一aonll (一人 〔の〕､一つの 〔物〕)の他に､Hcraobh" (枝､椋欄)なども､
綴り字 aoを/e:/と発音する有名な例外である｡ジェ･ワルドラへは､こう

いう例外的な語でない場合で､且oを/e:/と発音する人がいるが､それは歌

や物語中の語などに限られることを指摘している｡

最後に､オラヒリーの指摘｡

2 アイルランド語には標準音がなく､北からドニゴール方言､コナ- ト方言､マンスター方言の

三つに大別され､それぞれ発音体系などが異なる｡コナ- ト地方のアイルランド語には主としてメー

ヨー方言とコナマラ方言とがあるが､本論文では専らコナマラ (コナ- ト南部)の方言を扱う｡後

で引用するCiarAn(ラconcheanamnはコナマラ出身｡

3 Rualri()hUlglnn,"GaeilgeChonnacht,"StairnaGae'lge,eag.KlmMcConeetal.(MaighNuad:
RolnnnaSean-Ghaellge,ColdistePhadraig,1994)546.

4 TomasdeBhaldralthe,TheIrlShofColsFhaLrrge,Co.Galway(Dublln.DublinTnstltutefor

AdvancedStudleS,2002)84.
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Connachtverse(eighteenth-century,andfolk-songs)seemstohaveE:at

leastasfrequently asI:,sofarasrimingwordscontainlngaOare

concemed.5

コナ- トの詩 (18世紀､および民謡)は､aoを含む押韻語に関する限

り､I:と少なくとも同じくらいの頻度でE:が現れるように思われる｡

ここで､押韻とは主として母音韻における強勢母音の一致を指す｡

オラヒリーの指摘はオヒギンやジェ･ワルドラへより一歩踏込んでおり､

aoがコナ- トの詩歌において/e:/と発音されるのは､それが他の/e:/昔と

母音韻を成す場合であることを強く示唆している｡

オラヒリーによると､aoの発音の現代における地域差は概して北で/i:/､

南で/e:/と言える｡コナ- トは北に属す｡歴史的には､/e:/のほうが古い発

音で､/i:/のほうが後代に発展したものとオラヒリーは主張している｡

なぜコナ- トで歌に/e:/という発音が現れるかば､以上の指摘を踏まえ

るならば､大きな理由は韻律だと考えられる｡また､ストーリーテリング

などに現れる古い語嚢の場合は､古い言い方の保持という側面も考えられる｡

3.歌の発音
綴り字aoが､歌において話者の方言とは違う発音をされる場合を考証す

るのが本論の目的であるが､aoに限らず一般に､歌においてその種の現象

が起 きることを､ コナハ トのラフタリー (AntoineRaiftearai[Anthony

Raftery],1779-1835)の歌 M̀aire NiEidhin'を引いて確認する｡バグル･オ

キャナワ-イン (Peadar(うceannabhain) が唄うヴァ-ションの第3連を引
く｡その冒頭に現れるeidhの綴りの発音が問題である｡詩脚を縦線で区切

りコロンで句境界を表す (行の折返し箇所などの句境界は表示していない)｡

母音韻の箇所を太字で示す｡原詩の後に母音韻の基本の型を示すが､その

際､無強勢音節は-イフンで､行内休止はコロン二つで､韻を成さぬ強勢

母音は小文字のXで表す｡その後に逐語訳的英訳と日本語による大意とを

添える｡

'SilMaireNiIEidhin:anLchidinbheanlbh6asach

isIdeiselmein:'gusis1Rillelgnaoi

5 ThomasF.0'Rahllly,IrishDialectsPastandPresent(Dublln･DubllnInstituteforAdvancedStudies,

1976)28.
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IMilelc16ireach:aIghabhailinliineacht

1trianaItr6athra:ni1fhiadfadhIscn'obh

IBhuailsilDeirdre:1elbreaichteisIViineas

daln-abrainn1Hiilean:lerlscriosadhanlTraoi

Seo'dlIranlchraobh:isciald'iarrfadhalh占ileamh

aranlbpabhsaelg16igeal:'tailmBaileUiILIT.6

(-)Lx--le::-lx-16-::-lx-le::- Lx-ll'

MaireNiEidhinisthewell-mannered,quietwoman

[with]thenicestdispositionandtheloveliestbeauty

Athousandclerksworkingtogether

[that]Couldnotwriteathirdofhertraits

ShebeatDeirdreinbeautyandVenus

hadImentionedHelenfわrwhom Troywasdestroyed

Thisisthepalm andwhowouldtrytoclaim it

onthepurewhiteposythatisinBaileu Li.

モーイラ･ニアインは上品で静かな女性

気立てよく､この上なく美しい｡

千人の書記が把になって掛かっても

彼女の素晴らしさの三分の一も書けやしない｡

彼女の美しさはデルドラやウェヌスに優った

もちろん トロイア傾城のへレネ一にも｡

これぞ随一の美女であり､誰がその冠を

バリリーのこの純白の華から奪えようか｡

モーイラ･ニアインなる女性を讃える著名な恋の歌である｡ここでは行

は折返 して示 してあり見かけ上は8行に見えるが､詩の形式としては4行

連である｡引用 1行目に現れるその名Eidhinはコナ- トでは通常､/ain'/と

6 PeadardCeannabhain,MoChulddentSaol(CldTar-Chonnachta,1997).引用3行目のDelrdreの
強勢母音はここでは母音韻に合わせて/e:/と発音される可能性が高い｡歌の旋律上はここは長い音

符なので､いずれにしても/e.,/と聞こえる｡古 くはDeirdreの綴りもある.同行のabrainnはabair

(言う)の接続法過去 l人称単数形｡同行のTraol(トロイア)はアイルランド語では普通Traiと綴

る｡引用4行目のseo'dまたはseodはコナマうではseoに同じ (LllllS()Laolreの教示による)｡同
行のahelleamhのaは所有形容詞で､同行のanchraobhを指す｡
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発音される｡ したがって､女性名で/N'i:ain′/､男性名で/o:hain'/などと

発音される｡この女性は英語ではMaryHynesと表記される｡

ここで唄っている､コナマラはキル ･ヒアランのオキャナワ-インも普

段はその発音に遵いないのだが､この歌では/e:n′/と､特殊な発音をしている｡

その理由は､この歌の韻律を保持するためであると考えられる｡一般的

なことかと言えば､例えば､コナマラはカールナのショーサヴ･オへ-ニー

(seosamh(うhBanailJoeHeaney],1919-84)のような大歌手でも伽'i=ain'/
と発音していたと言われるので､これはコナ- トの歌い手に一律普遍に見

られる現象ではなく､オキャナワ-インのような学者の歌い手､乃至韻律

に意識的な歌い手に顕著な例と一応考えられる｡

この歌の韻律は 1行 8強勢のオホトオクラ- (ochtmoclach)である｡す

なわち､詩行を構成する2強勢ずつの句4つが3A+Bのパタンを成す｡句末

の母音韻は本連ではH eiと展開する (原詩の後の母音韻の型を参照)｡引

用 1行目の第2詩脚､すなわち上述のEidhinの強勢母音は､第 1句の句末

の母音韻を成す以上､/e:/でなければならない｡7 韻律を意識 した歌い手は､

綴り字 eidhに対する通常の発音/ai/を用いず/e:/を採ることになる｡
4句を区切る句境界は三つあり､いずれも行内休止になっている｡なお､

強勢詩においては､行内休止は必ず句境界であると言えるが､句境界は必

ずしも行内休止ではない｡8強勢オホトオクラ-の行末詩脚は本詩のよう

に1音節が圧倒的に多い｡

4.aoの発音
4.1 コナハ トの通例

綴り字 aoはコナ- トでは通常/i:/と発音される｡そのような実例として

コナマラの'TiPhadraicConRi'の第 1連と折返 し句とを引く｡殆ど文献化

されていない歌である｡各連の 1行目は唄う際に3度繰返される｡

BionnJPotamarlfatai:tiIPhadraicConlRi'

silpotanalleath-chloch:alchuireannsiadJsios.

curfa:dlbh6m011eanna:is6lbhdmollao

6lbhdmol1eanna:iscildearfadhnachII'.8

7 一般に句末には標識として母音韻があり､句の他の位置の装飾韻と違って不可欠である｡

8 C1aran6concheanainn(asSalleThdna,CoisFharraige,Co.naGaillimhe),amhranaiocht,AIaS
MhAirtinUl'Chadhain,AnCheathrdRua,15Ldnasa2005.
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-lo- la一一lx- 1i

Curfa:-Jd lla- lx-li

16-la--lx--li

TherenormallylSabigpotofpotatoesinPadraicConRi'shouse

itisthepotofhalf-stonethattheyputdown.

Choms:Alasmydearandalasmydear

alasmydearandwho'dsaythatsheisnottheone.

ポーリク･コン･リーの家にはジャガイモの大鍋がある

かけるのは半ストーン入る鍋だ

〔折返し句〕 ああ､ねえ､ああ､ねえ､

ああ､ねえ､誰が彼女じゃないと言うの｡

4強勢の行4つから成る連と4強勢の行2つから成る折返し句である｡

ここに引いた箇所はたまたま連のほうの行末詩脚と折返し句の行末詩脚の

強勢母音が､同じ/i:/で強烈な印象を与える｡ナンセンスな文句から成る折

返し句の最初の行末のlao(子牛)はその/i:/で発音される｡9このように､

コナマラでは綴り字 ao(i)の標準苦は/i:/である｡

4.2 マンスターの歌の例

綴り字 ao(i)がコナハ トで/e:/と発音されるマンスターの歌の例として

'JimmymoMhileStdr'の第 1連を引く｡2行ずつのパタン2つから成る｡

lBliainanJtacaseo,:1d'imighuaimlr血nmoIchliibh.

NilthiocfaidhsiaLbhaile:goldtabharfaidhselcdrsaanltsaoil,

Nuairalchifead6Irithfead:leIfuinneamhr6-lard'nalchomhair

Islcldd6dlelmili,:'selJimmymolmhilelst6r.10

9 -molao'はここでは m̀ydear'の意0

10 MaraddirtCiaranaconcheanainn.別ヴァ-ションが次の18-19世紀詩のアンソロジーに収

められている｡Tombs6concheanalnn,Nua-Dhuanaire.culd3(BalleAthaCliath:TnstititlldArdleinn
BhaileAthaCliath,1981)30.同アンソロジーの註によると､古い歌ではないが､何世紀の歌かは

不詳｡文献上は1884年に初出例がある (IrisleabharnaGaedhLlgeldllt1884])O
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(-)lx-la一一lxHld-le
llx-liHlil-lx-16

gil

Ayearago,thedarlingofmybosom leftme.

Hewon'tretum homeuntilhe'sseenthea飽ir[S]oftheworld.

WhenIseehim I'llrunwithveryhighenergytohim

AndI'1lcoverhim withhoney,JimmylSmydearestlove.

一年前､恋人が私の許を去った｡

世間を一通り見るまでは帰らないという｡

彼の姿を見かけたら私は馬区けつけ

甘いキスの雨を降らせよう､大事なジミーに｡

5強勢の詩行 2つから成る二行連句を2つ続けた4行連である｡各行は2

句から成り､句の切れ目は第 2詩脚にある｡(行末を含む)それぞれの句末

には母音韻が配されており､引用 1-2行目の行末詩脚の強勢母音は/e:/で

ある (原詩の後の母音韻の型を参照)｡すなわち､2行目末尾のtsaoilの母

音は/e:/と発苗しなければ韻律が成立しない｡-1ところが､これはコナ- ト

では通常/i:/の母音で発音される語である｡にもかかわらず､たとえコナマ

ラの歌い手であっても､ここはマンスターの発音/e:/に合わせて唄う｡こ

の歌がマンスターで作られた詩の韻律を有しているからである｡とはいえ､

韻律に関係しない部分はコナマラの発音が用いられることが普通である｡

アイルランド語強勢詩は強勢拍リズムによって詩行の骨組みが刻まれ､

各行の句境界を母音韻が補強する構造を有する｡アイルランド語強勢詩は

目で読むのでなく耳で聴くことが受容の主形態であるから､聴感上のまと

まり (-句)を聞分けることは必須の要件である｡その意味で､句末の母

音韻が成立しない事態 (-自らの方言発音によって母音の発音を変える)

は避けなければならない｡12

この詩は､詩脚内リズムは基本的に3拍子である｡各詩脚は強勢のある

短母音と無強勢の短母音 2つ､または強勢のある長母音 (または二重母音)

ll tsaollはsaol(世､人生)の属格に定冠詞が附いて暗音化した形｡

12 ただし､韻律に意識的でない (若い世代の)歌い手の中には､この種の母音韻を無視して自方

言の発音で唄う例もある｡
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と無強勢の短母音 1つとから成る｡行末の詩脚は強勢のある長母音 1つか

ら成る｡5強勢詩行に共通のこととして､(1)詩脚内リズムが3拍子､(2)行

末詩脚が 1苦節､(3)4行連､(4)第2詩脚と第3詩脚間に句境界をはさむア

キル､(5)行末詩脚の母音韻が必須､の5つの特徴がある｡13本詩は殆どその

特徴を満たしているが､特徴(4)は引用第 3-4行にしか当て族まらない｡

アキル (aicill)は､この場合には句と句とを結ぶ紐帯的母音韻である｡例

えば､引用 3行目のrithfeadとfuinneamhの強勢母普 /i/がアキルを成してい

る｡引用第 1-2行の第 4詩脚に (垂直的)母音韻があるが､この第4詩

脚などに現れる母音韻は境界を示す役割を負っていない (-句末の位置に

ない)ため､必須のものではない｡逆に､行末詩脚の母音韻は必須である

ため､tsaoilの母音は /e:/と発音しなければならない｡

マンスター方言の特徴は発音面だけではなく､引用第3-4行に現れる

chifead,rithfead,cldd6dといった動詞の形にも表れている｡これらはいずれ

も1人称単数の未来形で､人称語尾の附く形 (複合形)である｡コナマラ

なら､人称代名詞を添えてfeicfidhme,rithfidhmi,Cldddidhmiとなると

ころである｡14 いかにコナマラ方言を話す人でも､このように活用形まで変

えてしまえば､音節が 1つ増えることになり､詩歌として成立しなくなる｡

4.3 17世紀以降の詩の例

文献上､遅 くとも､17世紀の詩から ｢歌 (amhran)の韻律｣(強勢詩の

代表的な韻律群の総称)が確認できる｡その中で､韻律上の母音韻/e:/が

綴り字 aoに対応している例を2つ挙げる｡いずれも､韻律がなければコナ

- ト人は/i:/と発音するであろう事例である｡

17世紀のレンスター地方オスリー出身のBrianMacGiollaPhadraig神父

作と推定されている詩 F̀aiseanchlair丘ibhir'の第3達を引く｡15

Islcordolleagme:lcleasanphlas-ltsaoilse:

lmoghingachIteach:aglfearansmaillBh6arla

'sganlscotaglneach:1elfeardendamhIiigse

achl'hobaLmach:'sbeirllentdosharlGhaelgsa'.16

13 菱川 英一,｢詩における句の考察- アイルランド語の4強勢詩行｣,『今を生きるケルトjL
(英宝社,2007[印刷中]).

14 feic(見る)の1人称単数現在形は､コナマラでfelCim,マンスターでchimなと0

15 当時のレンスターでのaoの発音については､確たる根拠となる資料が不足しているが､この

詩は/e二/の発音であったことを強く示唆する貴重な材料といえる｡オラヒリーは/e:/昔の北限はダ

ブリン県とキルデア県北部と推定している｡0'Rahllly27-28
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Tt'satrickthatknockedmedownlwith]thetrickofthedeceit-world:

themanofthegloomyEnglish[has]aseⅣantineveヮ house

andonehasnoscotf♭ramanofthebardiccompany

butg̀etoutandtakewithyouyourexcellentlrish'.

邪な世の変転で私は腔められた｡

磯れた英語の家には必ず召使あり

もはや詩人には割前はなく

｢結構なアイルランド語を抱えて出てゆけ｣と言われるのみ｡

4強勢の詩行4つから成る連である｡各行は2句から成り､句境界は第2

詩脚にある｡詩脚内リズムは変則的な3拍子である｡第 1､第2､第4詩脚

は2音節で､第3詩脚のみ3音節である｡

各行の第2詩脚と第 3詩脚の強勢母音は/a/で､句境界をはさんでアキル

を成す｡第 1詩脚と第 4詩脚は (垂直的)母音韻で､それぞれ/o/と､/e:/

の強勢母音である｡この/e:/の母音韻は引用 1行目の第 4詩脚の第 1音節

の綴り字aoiに対応する｡従って､誰であってもこれは/e:/と発音せねば韻

律が成立 しない｡ここのtsaoilseはsaolの属格が暗音化 した形で､前述の

'JimmymoMhileSt6r'の第 1連2行目と同様の場合である｡18

次に､17世紀のマンスター地方ティペレアリー県出身のSeathrdnCeitinn

神父 (英名GeoffreyKeating)の詩 À bheanlandestuaim'の第 7連を引く｡

Alminnebheanlts6imhlshiaghantalsharchaoinltsuairc

nalmuirearmoltlr6idhlraonmoltachlfaandiollgcuach,

isliongnadhanlglm6Ithaomannachlmasaiosluait;

geldoilighanlsc6al,ltr6igmeagusltaigdhiomlsuas.19

16 PAdralgdeBrdn,BreandandBuachalla,Tomas()Concheanainn,Nua-Dhuanaire,culd1(1971,
BaileAthaCliath:InstitididArd-1elnnBhalleAthaCllath,2002)11.

17 仮に､第3詩脚を3音節でなく2音節とし､第4詩脚を3音節にした場合には､その第4音節

の第2音節はいわゆる ｢前方強勢｣(forwardstress)と看倣される｡第2音節以降の長母音等に発

生する強勢である｡cf.Brian()cul'V,uMetricsandIrishPhonology,"Occas10nalPapersinLinguistics

andLanguageLearnlng,No 61PapersinCeltlCPhonology,ed.CeinwenH.Thomas(Coleraine:The

NewUofUIster,1976)120;0'Rahilly,86,90,92.

18 語尾の-seは強調を表す接尾辞と解する｡
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(-)I*i=1eleHlailua20

Fairwoman,slender,noble,mostgentle,pleasant,

oftheluxuriantlocks,smooth,offallinglonghair,enoughforcuckoos,

themoodygrownkindfrom youisawonder,

althoughitisadifficultmatter,abandonmeandletmealone.

細く高貴で淑やかで愛すべき美しいお方

カッコーが巣を作れるほどのたっぷりした流れる髪をお持ちのお方､

気まぐれ放題にお伸ばLになったのは驚くべきことです｡

無理を申しますが､私のことはどうかお構いなきよう｡

全部で8連ある詩である｡一般に詞華集などに採られているのは第6連

までであるが､ここに引いた箇所を含む第 7-8連のみ､｢歌の韻律｣で作

られており､この政のような連のことを c̀eangal'または àmhran'と呼ぶ｡21 作

者はアイルランド史ForasFeasaarEirinnの著者としても知られるが､ア

イルランド語詩史の観点からは､当時としては ｢新 しい｣詩法である強勢

詩の韻律を詩の中に多く用いた最初の文人の一人として重要とされる｡22 当

初は､いわゆるbardicschoolの訓練を受けた詩人たちは音節詩と強勢詩を

一つの詩の中で混用していた｡

5強勢詩行4つから成る連である｡5強勢詩行は前述の通り､(1)詩脚内リ

ズムが3拍子､(2)行末詩脚が 1音節､(3)4行連､(4)第2詩脚と第3詩脚間

に句境界をはさむアキル､(5)行末詩脚の母音韻が必須､の5つの特徴を有

するが､本詩ではすべて満たされている｡

このうち(4)のアキルは本詩では/ら:/の母音韻であり､引用2-3行目で綴

り字 aoに対応している｡仮にコナ- ト人が読んでもここは/e:/と発音せざ

るを得ない｡

19 NzLa-Dhuanalre,Culd1,16 引用2行目faandl'olgcuachはregardlngthelrllocks']sufficiencyof

cuckoosと解する｡同3行目mAsal'osは afhasas,afhAsann(thatwillgrow,thatgrows)の意 (Nua-

DhuanaL're,Cuid1,99)｡同4行目前半はgedoillghansc6al[i]と解する｡後半のta】gはtdgに同じ｡

20 /*i/は非円唇短母音 (angairidneamhchruinn)｡Nua-∂huanaLreT-III(1971-1978)の編者たち

が採用した表記｡TadhgbDonnchadha(1925)の用いた/tUに同じ｡
21 詩本体の後に附され､それまでの連の内容をまとめたり､他人に助言を与えたり､神の加護を

願ったりする｡頓呼法的になったり､教訓的になったりする｡韻律は､引用詩のように､本体とは

違うものになることが多い｡

22 強勢を組織化の原理とする詩は､実はきわめて古くからあり､この時点の少なくとも千年前か

ら作られている｡が､7-17世紀の問は､音節詩が支配的であった｡
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各行の第4詩脚は二重修飾韻になっており､第一強勢の /a:/の母音韻の

後に､第二強勢の/i:/の母音韻があるが､引用 1行目と3行目の場合は前方

強勢と看倣せる｡

以上､綴り字 aoが韻律上/e:/と発音されなければならない例を確認した

が､この種の例では､歌い手あるいは朗詞者の方言にかかわりなく､発音

する者が韻律を意識していれば､元の詩歌の韻律保持が優先されると言え

る｡

5.口承詩の典拠
最後に､本論で挙げた事例にかかわる口承詩の典拠の現状について少 し

触れる｡

歌で特殊な (古い)発音が保持されるのは､本論で見た通り､口承詩に

おいては珍しいことではない｡ただし､現在では正確な歌詞の保持は､か

ってのような炉辺での口伝えではなく､正確な歌集に依存 している｡これ

は､ゲ-ルタハ ト (アイルランド語使用地域)の最深部においても同様で

ある｡

コナ- トの歌い手が用いる主要歌集を原典の出版年代順に4点挙げる｡

(1) d Maille,MichealagusTombs.Amhrdin ChlainneGael.1905.Eag.

William Mahon.Eagrannua.Indreabhan:CIAIar-Chonnachta,1991.

(2) BeanMhicChoisdealbha,Eibhlin.Amhrdin九仇uigheSedla.1923.

Indreabhan:CldIar-Chonnachta,1990.

(3)dceallaigh,Tomas.CeolnanOiledn.1931.Eag.WilliamMahon.Eagran

nua,Indreabhan:C1(～Iar-Chonnachta,1990.

(4)dcadhain,Mairtin.FaoiRothal'naGrdine.Eag.Rl'onachuiOgain.Baile

AthaCliath:Coisceim,1999.

それぞれの文献について簡潔に解題を行う｡

5.1 Amhya'inChLainneGael(1905)

収録歌全76篇の大部分に当たる66篇は､6Maille兄弟ではなく､Tombs
Breathnach(Dubhachta,CorrnaMdna)が収集 した｡CorrnaM6naはゴー

ルウェ-県北部のゲ-ルタハ トである｡23 そのあたりは一般には Ddiche

Sheoigheach(英名JoyceCountry)として知られるが､その地域およびコナ

23 2006年現在､アイルランドのゲールタ- ト担当大臣 畠amon(うcuiv (アイルランド初代首相

丘amondeValeraの孫､アイルランド語学者Bnan()cuivの息子)の居住地O
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マラ地域の歌が集められている｡

編集方針について､William Mahon(--ヴァ-ド大学ケルト学部)は次

のように書く｡

IssoiliirgombamhianleMich6al[sic]agusTombs()Mailleradharca
thabhairtdonleitheoirarthriithreisarshaibhreasGhaeilgeChonamara

dthuaidh.D'magsiadfoirmeachanacandnaim6rchuiddenteacsagus

sholathraighsiadn6taiathabharfadheolasorthusin,arlldairnan-

amhran,isarsheanchasnahaite.24

この結果､歌の本文には標準綴りであるchonaic(動詞feic｢見る｣の過去

形)の代わりにchoinicなどの形が保持されており､それについて註釈や巻

末の語葉菜で説明されている｡語句の説明のみ､概ね英語で与えられてい

る｡

5.2 Amhra'inMhuL'gheSeo'la(1923)

収録歌曲80種｡一つの歌に数種類のヴァーションを集めている場合があ

り､歌の数としては全73篇｡主として著者EibhlinBeanMhicChoisdealbha

(英名 Mrs.Costello)が住むゴールウェー県北部Tuaim周辺の歌を､多くは

曲も共に､歌い手から直接聴き取って集めたもの｡多くはMalachyEaton神

父による散文の英訳が添えられている｡1923年は書籍版の刊行年であり､

その前に1918年にIrishFolkSongSocieo,Journal第 16巻に掲載されているO

実際の歌の聴き取りと記録の方法について貴重な証言を著者は記す0

Itwasmypracticetolistentothewholeorthesong丘rst,thentowrite

downoneortwoverses,andlean theaironthose,paylngparticularat-

tentiontophrasingandtempo.A氏erwardsIhadtohearthewholesong

agalnuntilIwassatisfiedthatIhadcaughtboththeairandtheemphasis

onthewordsexactlyastheslngerrenderedthem.Withthesimplersongs

thiswassufficient.Ithenplayeditover,wrotedownthenotes,asslgned

thewordstothem exactlyastheslngergavethem,andfinallybarredit

accordingtotheemphasis. ThisIfoundthemostdifficultpartofmy

24 AmhrdinChlaL'nneGael,xi.大意- コナマラ北部のアイルランド語の豊かな特徴に読者の目を

拓こうと編者たちが努めたことは明らかである｡テクストの大部分において同方言の形を残し､註

釈においてその方言､歌の作者､〔唄われる〕土地の説話について説明した｡
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work,forineachcaseIhadtoglVefirstimportancetothewords,asthe

slngerhimselfdoes. Tohim theairisonlythemedium ofconveylng

pleasantlytohisaudiencethestoryhehastotell,andhewillevenfre-

quentlybreakoffinthemiddleofafinephrasetoexplainsomedifficulty

intheverse.25

この一連の工程で最も難しいのは楽譜で小節に分ける縦線を附すところ

と書く｡これは言葉のemphasis(強調､強勢)を正確に聴き取れているか

どうかに関わり､韻律分析における詩脚の決定に似る作業である｡つまり､

縦線を附す箇所は基本的に強勢の直前である｡

強勢の位置がはっきり判って初めてphrasing(句切り法､楽句の組立て)

が把握できる｡本書の楽譜のあちこちに､このphrasingを示すかのような

スラーが音符に附されている｡楽句と韻律上の句とは開通しており､句末

の強勢母音による母音韻がはっきり聞き取れるためにも小節 (-強勢位置

のマーカー)が正確に区切られていなければならない｡

一連の工程で最も重要なのは詩の言葉とその強勢の正確な記録であり､

旋律はそれを載せる媒体に過ぎないと著者は看倣す｡同じ歌詞でも違う旋

律で唄われる場合も珍 しくないから､まず記録すべきものは詩の言葉であ

る｡強勢詩が強勢詩として成り立っことが最大の眼目であり､旋律はその

詩を聴衆に届ける役目を果たす｡

5.3 CeolnanOilea'n(1931)

収録歌全77篇｡コナマラ島峡部などの歌をゴールウェ-大学教育学部教

授 Tomas()ceallaigh神父が集めたもの｡歌と歌い手とについての巻末註
を附したのはMicheal()craidhinである｡

1990年版の編集を担当し､本文に脚註を附したWilliam Mahonは､原典

の言語の特徴と校訂方針についてこう書く｡

Bhidsaidnadtuislinioslaidrenimar[sic]abheadhsailleisigcaintna

ndaoine,fibamhaininamhrain. Bhifoirm antuisilthabhartaigh,mar

shampla,slamsabhailteingachhit. Celsic]hionadhseanleaganacha

seargthamarmnaoiaguscailliachloisteailinamhran? Achtame

aimhreasachgoleorfaoimoirmeachaieilemarcraoibh,maighdin,mndibh,

agusbuaibh;agusniraibhaondrogallormiadachaighdeand.Bhiroinnt

25 AmhrdtnA娩uLgheSedlalPreface],n,pag.
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Muimhneachaisann freisln,Pe'rbith can bitareascairsl'sin as:

foirmeachaimarfe'(inacheannleseanmoirmeachaiChonnachtachamarfd

agusjb),neosfainn,agusraghair.26

ここには与格について例を挙げているが､無強勢苦節に関わる部分なら

まだしも､強勢母音の質に関わるところを標準化 しているとしたら､詩の

韻律上は問題である｡

5.4 FaoiRothaE'naGre'ine(1999)

収録歌全77篇｡20世紀の大作家で トリニティ･コレッジ教授 Mairtin6

cadhainが､生地コナマラのAnSpidial,Camas,RosanMhl'1地域の歌を集

めたもの｡その小説 CrdnaCilleはアイルランド国内はもとより国際的に

も著名である｡

基礎的な編集は殆ど弟のSeosamh()cadhainが行い､最終編集はユニヴァ-

シティ･コレッジ･ダブ.)ン民俗学部資料館の収集官 Rionachui()gainが

行った｡彼女は編集方針を次のように記す｡

Nilaonathr血suntasachd6antaanseoarnabun-1amhscrl'bhinni,Ceis

moite den litrid a bheith tugtha chun rialtachta. Sna leaganacha

easnamhachacuireadhlinteasleaganeilefaoildibiniceamacha日,nuair

abfhiidiratheachtaraleith(…id.Sacheadlineden爪10n6taataleteideal

gachuileamhran,tugtarfoinsieiledonamhrannuairisannd6ibhas

cnuasachnagCadhnachl‥ .]. Igcasnachluaitearaonmoinseden

chinealsin,isilamhscribhinniseilbhphriobhaideachamhainabhifail

aranamhran. Sachasgoraibhmalairtleagalnabharthalefailsnafoi

nsithuas,tatagalrttugthasnafon6tai･27

26 CeolnanOiledn.vli,大意- 口語において予想されるよりも強く格が使用されている｡例え

ば､与格は全く問題なくどこでも使われたomnaolやcailll'といった衰退した形が歌で聞かれたとし

て何の驚きがあろうOとはいえ､craoibh,malghdln,mnalbh,buaibhなどの形には私は懐疑的であり､

標準化することに蹟糟はなかったOどこから来たにせよ､マンスター語法もあったo例えば (コナ

ハ トの古い形であるfaやfbと並んで)fEのような形や､neosfalnn,raghairなど｡

27 FaoF'RothaL'naGrdine,5,大意一 手稿原本には特に変更を加えていない｡ただし､綴りは一

貫するよう整えた｡不完全なヴァーションの場合､他の典拠が見つかれば､角括弧 []に入れて

詩行を補った｡各歌の題に附した脚注の最初に､オカイン兄弟の収集以外の典拠がある場合には､

それを記した｡そのような言及が全くない場合は､その歌は個人所有の手稿にのみあることを意味

する｡関連するヴァーションに相違点がある場合には､その典拠に言及した｡
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この方針は実際､堅持され､各歌の異同等に関する典拠は綿密に精査さ

れている｡

以上､瞥見した4種の歌集はいずれも､それぞれの地域の歌約 80篇を収

めているが､アイルランド伝統歌の数はこのようなものではない｡一地方

につき数千はあると目され､アイルランド全体では数は45,000に上るとす

る民俗音楽学者の推計がある｡へブリディーズ諸島を除けば､アイルラン

ドは北半球で最大規模の伝統文化を有するとする説もある｡
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